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286. 賂欠的スプリント運動における銭湯学的
パワーの鱒係
。丸山鰯生〈東京工業大学}，践犠尚彦，稲オミ光機
(筑波大学入機]If正教(東京都立大学).
戸郊瞬彦〈平成i窓際大学スポーツ研究所〉
(目的)間欠的運動はATP一CP系と有般紫系のエネ
ルギー供給が中心であり，障j欠的運動によるテストや
トレーニングは，間系の能力を3手紙し発途させるとと
ができると報告されている.また，進運動を用いた!間
欠的運動についても検討する必要がある.
本研究ではt 20m号室線往復全力迭を20秒の休患を入
れて10セット実務する間欠的スプリント遜動について，
::E海学的パワーの指様である爽験塗テスト現留と比較
し，生理学的パワーの関係を考察する.
(方法〉男子大学サッカー選手54名を対象とした.
間欠約スプリント遜動は2磁実施し， 10セットの平均
タイムが良い方を採用した.実験議テスト現留は，パ
ワーマックスVを用いた毅大無畿紫パワー， 40秒パ
ワ…と間欠的持久カ及びトレッドミル遂を用いた最大
酸素摂取援とした.
(結果)r笥欠的スプリント逮動の各セットのタイム
と3経験窓テスト項践の相関関係を検討した.畿大被紫
摂取盤は)1. 3， 10セット自を除く各セット隣に， 40 
秒パワ…では7，9， 10セット穆，毅大熊鍛紫パワーで
は9，10セット留で有意な桓縄係数が得られた.
10セット平均緩及び8--10セットの平均鐙と実験鐙チ
スト項自の絡関関係を検討した.10セット平均緩では
40秒パワーと畿大綾務摂取畿に， 8--10セット平均緩で
は議大熊酸素パワー， 40秒パワー，畿大援紫摂取畿に
おいて有意な栂関係数が得られた.
(考察)間欠的スプリント滋動と議大滋索摂取撃の
関係では，山本らの自転車工ルゴメータを用いた間欠
的運動において有後紫系能力に優れていると間欠的運
動の作業成緩が良くなる報告と鍔じ結集が得られた.
40秒パワー及び議火線酸紫パワーと間欠的スプリン
ト運動の7セット段以降， 10セット平均緩.8--10セッ
ト平均緩との関保には，有意な絡関係数が得られた.
関欠約スプリント遼換は，定運動でターン動作がある
ことからよそ)全身の務群を使用するζとになる.その
ため，間欠的スプリント運動でのお秒間の休息持関は，
l問のスプリント運動の強援に対して十分な路護持燃と
は替えず，議動持に使用したATP加CP系のエネルギー
が完全に回復しないまま次の遼動を行うため，やがて
乳機系のエネルギーが関与するととが考えられる.
とのことから，間欠的スプりント運動全体に対して
有畿紫系能力が関与するが，反復関数が多くなった状
況では無畿索系能力も関与することが示唆された.
(まとめ)間欠約スプリント運動の成績は，最大裏金
策摂取盤，議大鰐畿繁パワー;40秒パワーと脊窓な報
開関係が認められ，者遺愛議系能力と無酸議系能力の跨
方が総合的に露喜怒していることが示唆された冶
間欠的運動生護学的パワースプリント
